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「未来のコモンセンスをつくる研究大学」へ向けた国際連携の紹介

2025年2月19日
第8回 研究大学コンソーシアムシンポジウム

慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート［KGRI］所⾧
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パネルディスカッション「博士人材や若手研究者の国際的な頭脳循環の促進」
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１．概要と研究拠点



・Research Showcaseの発信及び活用
・Research Development活動 ・Research Commercialization活動
・Ideation & Activation（課題ワンストップ受入解決ユニット）CRIK信濃町 Yagami Innovation Lab

研究連携推進本部

14研究科10学部

土壌 (System)

現在

10年後

5年後（事業終了後）

・特色ある拠点群
（WPI, COI-NEXT等）
・多様な研究者

・学問の社会実装
・研究エコシステム

の実現

・拠点群の成⾧
・新拠点の創出
・拠点間の融合

実装

還元

社

会

１．先行するWPI、COI-NEXTを核にして、領域横断研究を
創出し成⾧させるための土壌（System）を整備

２．領域横断研究、課題解決、社会実装までを支援する
体制を構築

３．国際的展開、学際的発展のため、OISTと連携

学問によって社会を豊かにし、社会からの学問への信頼を高める「学問の社会実装」と、経済発展を促進する
「起業家・実業家の創生」を実現し、これらの挑戦に連携大学OISTや参画機関と共に世界の舞台で取り組むことで、
実学の成果を未来のコモンセンスとして成就させる研究エコシステムを確立する。

「未来のコモンセンスをつくる研究大学」に成⾧していくプロセス

医療系スタートアップ支援拠点（R6～）

4Ⓒ 2025 Keio University

交付決定額：約55億円
（5年間）

交付決定額：約55億円
（5年間）



塾⾧

研究担当常任理事

学内
特色ある研究拠点群

全学組織として研究活動に係る諸施策を議論

支
援活

用新たに生まれる拠点 Yagami Innovation Lab

新たに生まれる拠点

CRIK信濃町

戦略企画室

財務／起業家教育・支援担当常任理事

慶應義塾の研究成果に基づいた
スタートアップの起業・成⾧支援

慶應義塾の研究成果の
権利化

知的資産
部門

スタートアップ
部門

グローバルリサーチインスティテュート(KGRI)

学際・国際連携
Unit

課題ワンストップ
受入解決Unit

研究広報
Unit

研究IR/Showcaseによる
研究の魅力顕在化

Research Development
将来の研究エッジの発展

ニーズベースの課題受入
社会課題から研究への還元

教員URA・専門員URA・事務職員(学術研究支援部)による研究推進支援

J-PEAKS推進会議 塾⾧主催の下、J-PEAKS及び
研究力向上のための諸活動の
課題について議論・検討を行う

【連携大学】

・両大学に連携担当者を配置
→研究者・学生等の交流促進による共同研究の創出
→職員の交流を通じた大学の研究支援環境の国際化

【参画機関】

日本学術振興会
(JSPS)

海外大学を通じた、慶應の強みのある領域の発展

伴走チーム・サポーターへの相談・報告等

進捗状況の把握・助言等
研究連携推進本部

(信濃町)(矢上)

本部⾧がリエゾンを務める

全学組織として国際的活動に係る諸施策を展開

グローバル本部

国際担当常任理事

領域横断研究、課題解決、社会実装までを支援する体制

5Ⓒ 2025 Keio University

天谷 雅行

伊藤 公平

⾧谷 耕二土屋 大洋

・「慶應版 EIR（客員起業家）
モデル」構築

・慶應人材DB構築で連携

研究力向上支援HUB 全学的社会実装HUB

山岸広太郎
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２．OISTとの連携による国際的な頭脳循環の促進



学校法人慶應義塾と学校法人沖縄科学技術大学院大学学園との
科学・学術協力に関する基本協定の締結（2022.08.26）

慶應義塾大学とOISTとの連携OISTパートナーシップ

7Ⓒ 2025 Keio University

① 教員、研究者および研究支援・事務に携わる
スタッフの相互交流

② 大学院における合同プログラムの実施ならびに
教育及び人材育成のための相互支援

③ 共同研究等の研究協力

④ 研究施設・設備の相互利用

⑤ 学術資料、学術出版物その他の情報の相互
利用

⑥ 技術移転・起業家育成に関するベストプラク
ティスの共有

⑦ 上記①から⑥以外で本協定の目的を達成す
るために両当事者が必要と合意する分野



・若手研究者や博士人材の交流アレンジや受入支援
・研究会やイベントの企画・運営
・共同研究の企画・支援

OISTコーディネーター 慶應コーディネーター

連携コーディネーターの配置とファシリティーの相互利用OISTパートナーシップ

8Ⓒ 2025 Keio University

Yagami Innovation Laboratory（YIL）

CRIK信濃町 OIST-land-neXus

相
互
利
用

OIST-sea-neXus

地域中核・特色ある研究大学の連携による 産学官連携・共同研究の施設整備事業：約20億円地域中核・特色ある研究大学の連携による 産学官連携・共同研究の施設整備事業：約20億円



研究機器の共同利用と共同トレーニングOISTパートナーシップ

9Ⓒ 2025 Keio University

研究連携促進から次世代育成までを展開
• 様々な研究施設との共同利用、技術セミナー開催等を介し共同研究のネット

ワーク構築と発展

• OISTとの共同研究、OIST主催の共同トレーニング・プログラムなどを介した
博士人材や技術者の育成

J-PEAKSにより、両校とも最先端のクライオ電子顕微鏡を設置・整備



2021年度
（第1回）

2021年度
（第2回）

2022年度
（第3回）

2022年度
（第4回）

10

研究者・URA・事務職員の交流OISTパートナーシップ

OIST-Keio Showcase Talk Series（毎年度2回実施）

2023年度
（第5回）

・教職員の相互訪問
・研究者のマッチング
・博士人材・若手研究者の交流
・領域横断型共同研究の創出

2024.9.25 @慶應（第6回）
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研究者・URA・事務職員の交流OISTパートナーシップ

OIST-Keio Showcase Talk Series 7
Science meets Society: Frontiers in Interdisciplinary Approaches to Life Sciences

（2025.1.31@OIST）

・国際的な環境における若手研究者の研究発表
・国際連携や産学連携に係る職員同士の意見交換の実施



学生・事務職員の交流OISTパートナーシップ

12Ⓒ 2025 Keio University

国際的な人材育成：OIST-Keio International Research Summer Campの実施（毎年度実施）

慶應職員研修 （2024.7~8@OIST）
慶應学生サマーキャンプ （2024.7~8@OIST）

職員：
・国際的な環境での実地研鑚（国際スキル向上）
・世界水準のアドミニストレーションに触れる機会

学生：
・研究室での実習経験
・成果発表
・OISTの研究者と研究領域に触れる機会

※ 次年度（2025.7~8@OIST）
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３．国際共同研究や国際的研究の可視化



Research Showcase（慶應義塾の全研究者の可視化）

3つの柱を同時並行で推進し、動画の制作と
魅力あるコンテンツおよびプラットフォームの検討を行う

Hidden Jewels

サロン的雰囲気で開催。若手研究者の情
報発信も実施。Zoom Live配信。

研究紹介動画制作

研究発表と交流により、情報交換、
研究交流、連携を促進。

研究Showcase Special Contents

Showcase Websiteの誘引となる魅力的
コンテンツの制作・発信

44
ムービー

3
コンテンツ

7
イベント

Research Development（国際共同研究の推進）

【研究補助制度】

KGRI Challenge Grant（独自予算）
• 対象となる研究カテゴリーは3領域

①OIST-慶應探索型
②文理融合/学際/分野横断型
③新領域/国際連携開発型

Humanity and Social Science(HSS) Grant （独自予算）
• Challenge Grantへの応募の中から人文・社会科学分野の

研究課題に特化した補助制度

【国際的研究センターの創出】

2024年度新設
 新設センター:慶應AIセンター、X Dignity センター

Showcase Portalに
イベント動画を集約
Showcase Portalに
イベント動画を集約

KGRIの取組み Research Showcase & Research Development研究の国際的卓越性
総合知の活用

Ⓒ 2025 Keio University 14



新たな国際共同研究の事例 カーネギーメロン大学とのAI研究連携研究の国際的卓越性
国際的パートナーシップ構想

KGRI「慶應AIセンター」開所式米国商務省主催 日米大学と企業間のAIに関するパートナーシップの署名式

左から、レモンド商務⾧官、ジャハニアン カーネギーメロン大学⾧、ハースARM代表
取締役CEO、天谷常任理事、沼本Microsoft CMO、盛山文部科学大臣

慶應義塾大学は、AI・ロボティクス研究で
世界トップの米カーネギーメロン大学とのパートナーシップを発表

「慶應AIセンター」（センター⾧：杉浦孔明 理工学部教授) は
そのパートナーシップに基づき、大学間の学術的な連携に加え、
産業界のリーダーを取り込むことで、科学研究向けの生成AI研究
およびAI技術の進化の加速を目指す

（2024年4月9日) （2024年9月24日)

Ⓒ 2025 Keio University 15



新たな国際共同研究の事例 AIに関する慶應-CMU連携

教員
研究員
学生

研究員

課題
解決

研究費
$10M

杉浦孔明教授
センター⾧

泰岡顕治教授
GL

斎藤英雄教授
グループリーダ(GL)

栗原聡教授
GL

研究スペース（日吉ｷｬﾝﾊﾟｽ)

教員20名
研究員~18名
博士課程学生>20名

Dr. Martial Hebert Dr. Graham Neubig Dr. Yonatan Bisk

Dr. Carl Kingsford

課題
解決

研究費
$25M

GPU

Dr. Henny Admoni

教員
研究員
博士課程学生

慶應・CMU：研究教育の質と多様性向上
参画企業：世界のトップオブトップとの連携
社会全体：他国の後塵を拝しているAI分野での挽回

慶應・CMUの
メンバーが
常に往来

研究の国際的卓越性
国際的パートナーシップ構想

Ⓒ 2025 Keio University

研究費
$25M

Embodied and Multilingual AI Autonomous AI AI for Science

16
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研究連携推進本部の下に国際協調も含む
研究促進を担うKGRIとイノベーション推進本部

を設置し、国際対応を組織化

カーネギーメロン大学(CMU)
• 2024年4月にAI研究のパートナーシップを締結。

• 2024年9月、KGRIに「慶應AIセンター」を設置し、CMUを含む
連携機関との共同研究プロジェクトに向けた体制整備を実施。

• 「AIに関する基礎的研究・工学的応用」、「科学的発見へのAI
利活用推進」に向け、学際的な連携を行っていく予定。AI研究
の最前線の立場から大学や産業界の研究者、学生を集め、次
世代AI技術の創造に貢献。

• CMUとの連携によって本学にMicrosoft社(USA)から5年間で
500万ドル(約7億5千万円)の研究援助が決定

• 国内企業からも年間4億円×10年の研究援助が決定

海外研究連携拠点数 (5月1日時点)

3 3 4

16
20

24
20

26

19
16 18

27

0

10

20

30

40 2023年度目標値
(26拠点)

2023年5月以降、さらに海外研究連携拠点が発展

J-PEAKS: ノースウェスタン大学、ケルン大学、キングス・カレッジ・ロンドン、延世大学

量子コンピューティング人材育成: シカゴ大学、ソウル国立大学、延世大学

AIセンター: カーネギーメロン大学(CMU)

デジタルヒューマニティーズ: ロンドン大学東洋アフリカ学院(SOAS)

Arabic Learning Center: アラブ首⾧国連邦(UAE)大学

RENKEI(日英大学間連携プログラム): 英国6大学(ダラム大学、サウサンプトン大学等)

9大学+RENKEI

延世大学・国立台湾大学
• KGRI「量子コンピューティングセンター」を連携主体

とし、IBM量子コンピュータネットワークのハブである
３機関の連携のもと、東アジア地域の包括的な連
携体制を構築し、人的交流、共同研究などを通じ
て世界をリードする強力な研究グループを創生する
ことを目標に活動中。

カロリンスカ研究所 (Karolinska Institutet)

• カロリンスカ医科大学との間で2017年度に包括協定を締結、
その後2018年度から研究者・学生交換協定を締結。博士課
程合同サマースクールを実施するなど、大学院生に対して、共
同研究や留学により研究を発展させる機会も提供している。カ
ロリンスカ医科大学と本学との間で開始された博士合同サマー
スクールは、現在は北京大学とキングス・カレッジ・ロンドンも加
わった4大学が合同で企画運営し、レクチャーコースとラボワーク
を主軸としたプログラムを開催している。

ブロード研究所 (Broad Institute)

• 2015年度に医学部と協定を締結。本学の百寿総合研究セン
ターやWPI-Bio2Qと研究連携を行っている。

グローバル本部の取組 新たな国際共同研究の展開研究の国際的卓越性
国際的パートナーシップ構想
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Keio Research Highlights（年８回配信）

Keio Research Highlights offers a taste of the important 
research and scientific developments from Keio University.

国際情報発信研究の国際的卓越性

Ⓒ 2025 Keio University 18
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慶應義塾大学は、J-PEAKSのサポートのもと、
さらなる国際連携・国際共同研究を促進していきます。

Thank you for your attention.


